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2016年９月14日
アスクル株式会社

2017年５月期 第１四半期連結業績概要

１Ｑ順調、中期的な収益極大化に向けた物流投資
積極販促により減益となるも計画を上回る

～LOHACOは５つの施策により２Ｑ以降の成長を加速～
～ＢtoＢ事業は戦略分野の商材拡大により安定成長を継続～

https://www.askul.co.jp/kaisya/


（ご注意）
本資料には、当社グループの現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。

これら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに当社が計画･予想したものであります。
実際の業績などは、今後の様々な条件・要素により、この計画・予想などとは異なる場合があり、この資料は
その実現を確約したり、保証するものではございません。
なお、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。

本資料における「LOHACO」とは、ヤフー株式会社との提携により2012年10月にスタートした一般消費者
向けのオンライン通信販売事業のサービス名称です。
「ＢtoＢ」とは、企業(Business)と企業(Business)との間で行われる取引を指します。
「ＭＲＯ」とは、Maintenance, Repair and Operationの略であり、この資料では主に企業が現場で消費する

間接材を指します。

当社は、2016年５月期連結業績概要より、新たに「ｅコマース事業」、「ロジスティクス事業」「その他」にセ
グメントを分けております。「ｅコマース事業」はＯＡ・ＰＣ用品、事務用品、オフィス生活用品、オフィス家具、
食料品、酒類、医薬品、化粧品等の販売事業を行っており、「ロジスティクス事業」は企業向け物流・小口貨
物輸送サービスを指します。

本資料の全部またはその一部（商標・画像等を含む）について、加工の有無を問わず当社の許可なく複製
および転載することを禁じます。
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Ⅰ 第１四半期実績

Ⅱ ＢtoＢ事業の状況

Ⅲ LOHACO事業の状況
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百万円 ％ 百万円 ％ ％

72,794 100.0 80,560 100.0 110.7

16,583 22.8 17,943 22.3 108.2

13,667 18.8 16,727 20.8 122.4

2,916 4.0 1,216 1.5 41.7

2,908 4.0 1,176 1.5 40.5

1,854 2.5 645 0.8 34.8

売上高
比率

売上高
比率

前年
同期比

売上高

売上総利益

16/５期 １Ｑ 17/５期 １Ｑ

販売費および

一般管理費

経常利益

親会社株主に帰属する

当期純利益

営業利益

17/５期 第１四半期 連結業績

 売上高
２桁成長継続
過去最高額更新
前年同期比110.7％

 売上総利益率
前年同期差△0.5pt（９ページ）

 営業利益
物流固定費増４億円（10ページ）

LOHACO ＴＶＣＭ６億円
（16/５期は２Ｑに実施）

3



0

20

40

60

80

100

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

17/５期実績

17/５期計画

16/５期実績

（注）通期計画を100％とした場合の各四半期累計の推移

（％）

計画

実績

前期

（四半期）

17/５期 連結営業利益 進捗イメージ

予実対比

 売上高 ＋４億円
 営業利益 ＋３億円
 当期純利益＋１億円

計画を上回る
２Ｑ以降の期間損益（３ヶ月）は

増益転換を図る
4



2016年５月 稼動

ASKUL Logi PARK 横浜ASKUL Logi PARK 福岡
2015年12月 稼動

２センター計画通り順調に稼動 5



16/５期 １Ｑ

実績

億円

実績
億円

前年同期比
％

652 695 106.6

71 97 136.5

723 793 109.6

4 12 307.5

727 805 110.7

36 32 89.1

LOHACO（下記を除く） △ 7 △ 7 －

さらなる積極販促 － △ 6 －

配送サービス進化 － △ 1 －
LOHACO △ 7 △ 14 －

29 17 61.0

－ △ 1 －

29 16 －

－ △ 4 －

29 12 41.7

中計

物流センター固定費増

売
上
高

営
業
利
益

ＢtoＢ事業

連結合計

ＢtoＢ事業

LOHACO

ｅコマース事業

ロジスティクス事業・その他

ロジスティクス事業・その他

連結合計

ｅコマース事業

17/５期　１Ｑ

 売上高
ＢｔｏＢ事業は前年同期比106.6％
LOHACOは97億円、前年同期比136.5％

 営業利益
ＢｔｏＢ事業は32億円
為替ポジションの影響を除けば堅調

LOHACOは損益を維持しつつ売上高成長

さらなる認知度向上に向け
積極販促を実施△６億円（前期は２Ｑ実施）

LOHACO新受取りサービス
先行費用を投下△１億円

物流センター固定費増△４億円

17/５期 第１四半期 連結業績 【事業別】
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（億円）
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＋12

29

△４

16/５期１Ｑ 営業利益
（実績） 29億円

17/５期１Ｑ 営業利益
（実績） 12億円

Ｂ
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投
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コ
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△1Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
事
業
の

そ
の
他
販
管
費
の
増
加

新
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に
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費
増

17/５期 第１四半期 連結営業利益の増減要因
16/５期 第１四半期（実績）
売上高前年同期比 115.5％
売上総利益率 22.8％
販管費比率 18.8％

17/５期 第１四半期（実績）
売上高前年同期比 110.7％
売上総利益率 22.3％
販管費比率 20.8％

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
事
業
の
増
収
に

と
も
な
う
変
動
費
の
増
加

△４

△1△６
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25

△７

Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｏ
の

営
業
損
失
額
の
改
善

物流投資、積極販促
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６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

連結業績 ＢtoＢ事業 売上高前年同月比（稼働日修正後）※

17/５期

ＢtoＢ事業の売上高は引き続き順調

（％）

※アスクル単体ＢtoＢ事業については稼働日修正をしております。

16/５期
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22

23

上期 下期 上期 下期 １Ｑ

売上総利益率 推移

15/５期 16/５期 17/５期

為替ポジション
の好影響

収益性は
着実に向上

単体

（％）

円安・原材料費
高騰等の影響
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 物流センター固定費 計画通り
前年同期差 ＋４億円（地代 ＋２億円、償却費 ＋２億円等）

 新センターの生産性向上 計画通り
（オーダー１行あたりの労務単価の推移）

ASKUL Logi PARK 横浜・・・計画対比で良好に推移

ASKUL Logi PARK 福岡・・・計画通り （旧センター比） 10％改善

 Happy On Time先行費用 計画通り
１Ｑで１億円計上

17/５期 第１四半期 物流関連費用
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１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

（旧）横浜センター
（15年６月～16年５月平均）

新センターの生産性は予定通り改善

17/５期
計画

オーダー１行あたりの労務単価の推移

（旧）福岡センター
（15年６月～15年11月平均）

４Ｑ 14％改善17/５期
１Ｑ実績

１Ｑ 10％改善

16/５期 17/５期17/５期

ASKUL Logi PARK 横浜

17/５期
計画

17/５期
１Ｑ実績

ASKUL Logi PARK 福岡

11

４Ｑ 16％改善



Ⅰ 第１四半期実績

Ⅱ ＢtoＢ事業の状況

Ⅲ LOHACO事業の状況
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02/５期 05/５期 08/５期 11/５期 14/５期 17/５期
14

ＢtoＢ事業の売上高
磐石な成長を継続

東
日
本
大
震
災

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

計画・実績

2,950
億円
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16/５期

１Ｑ

17/５期

１Ｑ

17/５期 第１四半期 ＢtoＢ事業 売上高

１Ｑ売上高

過去最高

（億円）
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17/５期 ＢtoＢ事業 稼働日数（前期差） 月次推移

１Ｑ稼働日は
マイナス影響あり

下期は
プラス効果

平日 土曜日
６月度 △１ ０
７月度 ＋１ ０
８月度 △２ ＋１

１Ｑ △２ ＋１
９月度 ０ △1
10月度 ＋２ ０
11月度 △２ １

２Ｑ ０ ０
12月度 ＋２ △１
１月度 ０ ＋1
２月度 ０ △１

３Ｑ ＋２ △１
３月度 △１ ０
４月度 ＋１ ０
５月度 ０ ０

４Ｑ ０ ０
通期合計 ０ ０ ※稼働日のカウントにはお盆、年末年始等の影響を加味しております。
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100

110

120

13/５期 14/５期 15/５期 16/５期 17/５期

１Ｑ

稼働日の影響を勘案すれば

ＢtoＢ事業
引き続き順調

戦略カテゴリが
成長牽引

ＢtoＢ事業 品目別売上高 前年同期比推移

ＭＲＯ＋メディカル

116.1％
ＢtoＢ事業

106.6％

（％）
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「アスクルカタログ2016秋・冬号」
2016年８月発刊

オフィス向けカタログ最新号

定番商品は価格維持
競争優位堅持
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<メディカル＆ケア カタログ>
マスク、グローブ、白衣、

医療材料用事務用品など
医療機関向けカタログ

サイト統合と連動し、メディカルカタログを新創刊

利便性向上により購買促進
2016年８月発刊

従来のカタログ

<医療材料カタログ>
注射・輸液、処置用品

などの医療材料

＋
医療現場の

定番アイテムを一冊に

18



メディカル商品のＰＢ化を医療用品にも拡大

大手メーカーとの
ダブルネーム

定番品の高品質と
低価格を両立
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アスクルのPB商品が
世界的なデザイン賞受賞
「レッドドット・デザイン賞※」
コミュニケーションデザイン 「ブランドデザイン」

※レッドドット・デザイン賞は、ドイツのThe Design Zentrum 
Nordrhein Westfalenが主催するデザイン賞で、1954年設立の
世界で最も権威のあるデザイン賞の一つです。

ストックホルム・デザイン・ラボ
ストックホルムを本拠地としてグローバルに活躍。その
デザイン哲学はスカンジナビアの伝統に根ざし、シンプ
ル、明快、革新的といった理念に基づく。
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商品数
拡大

（万アイテム）

1,000

ＥＣ取扱商品数を一気に拡大

（計画） 21

17/５期

300万アイテムへ

0

100

200

300

95/５期 97/５期 99/５期 01/５期 03/５期 05/５期 07/５期 09/５期 11/５期 13/５期 15/５期 17/５期

17/５期１Ｑ実績

120万アイテム



42

85

149

224

297

345

387

710

616

534

451

973

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

04
/５

期

05
/５

期

06
/５

期

07
/５

期

08
/５

期

09
/５

期

10
/５

期

11
/５

期

12
/５

期

13
/５

期

14
/５

期

15
/５

期

16
/５

期

17
/５
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820

電子購買サイト
SOLOEL ARENA等

売上高金額

（億円） （計画）

1,100

商材拡大により
売上高拡大

前年同期比

113％

17/５期１Ｑ実績
25４億円

前年同期比 113.4％

16/５期１Ｑ実績
224億円
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サプライヤ
原料

メーカー

商品

アスクル お客様

最も効率的で環境に配慮した
流通の構築をめざす

お客様の期待に応え

連携してＣＯ２削減を実現していく
24

ＥＶ配送車



ＢtoＢ事業は戦略分野の商材拡大により
安定成長を継続
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Ⅰ 第１四半期実績

Ⅱ ＢtoＢ事業の状況

Ⅲ LOHACO事業の状況
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嗜好品を単品買いする
ロングテｰルのＥＣ

ＰＣでテキスト検索 スマホで眺め買い

第１世代

いつでも、どこでも、
日常使いのＥＣ

第２世代

27
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13/５期 14/５期 15/５期 16/５期 17/５期

（億円） LOHACO
四半期別 売上高推移

第２世代
ｅコマース

№１に向けて

売上高は

順調に伸張

前年同期比

136％
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ＣＭ効果

メインのお客様の
認知度向上

LOHACOブランド認知度

全国

60％→72.5％※

首都圏在住女性

85.1％※※

※※調査開始：2016年7月3日
対象エリア：路線沿線

（東京・千葉・埼玉・神奈川）
サンプル数：900ｓｓ
調査会社：楽天リサーチ

※調査開始 2016年7月11日
サンプル数 826ss
調査会社 マクロミル

29



LOHACO 成長加速への取組強化策

 お客様数拡大
 オーダー単価向上
 リピート率向上

②メーカー連携による
差別化商品の拡大

③ソフトバンク連携により
新規のお客様拡大

④天猫国際、中国向け販売
の拡大

⑤Happy On Timeによる
単価・リピート率向上

ＣＭ効果による認知度向上を活かす

５つの施策により２Ｑ以降の成長加速

①マーケットプレイスによる
取扱商材の圧倒的拡大

30



①マーケットプレイスによる
取扱商材の圧倒的拡大

在庫商品との
一括検索・決済可能
お客様の利便性向上

９月13日スタート

マーケットプレイスの第一弾はファッションから
200ブランド、30万アイテムを展開

ＰＣ版 スマホ版

31



×

②メーカー連携による
差別化商品の拡大

共同企画の限定商品

販売開始２週間で1,300枚超販売と好調
32

アパレル
大手



定期便サービスのベータ版スタート

②メーカー連携による
差別化商品の拡大

33



当社限定販売商品数

ＴＯＫＹＯ MIDTOWN DESIGN TOUCH 2016
2016年10月28日 （金）～11月６日 （日）

くらしに馴染む

参加メーカー数

前回

21
社

今回

36
社予定

前回

９
アイテム

今回

25
アイテム予定

店頭を通さない
生活者基点のデザイン

②メーカー連携による
差別化商品の拡大

34

味の素株式会社、味の素ゼネラルフーヅ株式会社、
株式会社伊藤園、UCC上島珈琲株式会社、
エステー株式会社、江崎グリコ株式会社、
王子ネピア株式会社、大塚製薬株式会社、
オルビス株式会社、花王株式会社、
カゴメ株式会社、亀田製菓株式会社、カルビー株式会社、
キーコーヒー株式会社、キリンビール株式会社、
キリンビバレッジ株式会社、
コカ・コーラカスタマーマーケティング株式会社、
サッポロビール株式会社、サントリー酒類株式会社、
資生堂ジャパン株式会社、大王製紙株式会社、日清食品株式会社、
日本製紙クレシア株式会社、ネスレ日本株式会社、
株式会社ハーバー研究所、ひかり味噌株式会社、
プラス株式会社、マルコメ株式会社、マルハニチロ株式会社、
株式会社ミツカン、メロディアン株式会社、
ユニ・チャーム株式会社、
ユニリーバ・ジャパン・カスタマーマーケティング株式会社、
レンゴー株式会社、株式会社ロッテ、ロート製薬株式会社
（敬称略、50音順）



LOHACO ＥＣマーケティングラボ ３期 101社へ拡大
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【第３期参加企業】
アサヒ飲料株式会社、旭化成ホームプロダクツ株式会社、アサヒグループ食品株式会社 アサヒヘルスケア事業本部、
アサヒグループ食品株式会社 和光堂事業本部、アサヒビール株式会社、味の素株式会社、味の素ゼネラルフーヅ株式会社、
Anheuser-Busch InBev Japan株式会社、石光商事株式会社、伊藤忠食品株式会社、株式会社伊藤園、宇治の露製茶株式会社、
江崎グリコ株式会社、SSKセールス株式会社、エスエス製薬株式会社、エステートレーディング株式会社、エスビー食品株式会社、
NSファーファ・ジャパン株式会社、王子ネピア株式会社、大塚製薬株式会社、オルビス株式会社、花王グループカスタマーマーケティング株式会社、
カゴメ株式会社、片岡物産株式会社、亀田製菓株式会社、カルビー株式会社、キーコーヒー株式会社、キッコーマン飲料株式会社、
キッコーマン食品株式会社、キユーピー株式会社、キリンビール株式会社、キリンビバレッジ株式会社、株式会社キングジム、月桂冠株式会社、
株式会社湖池屋、コカ・コーラカスタマーマーケティング株式会社、コクヨ株式会社、小林製薬株式会社、サーモス株式会社、
サッポロビール株式会社、サンスターグループ オーラルケアカンパニー、サントリー酒類株式会社、サントリーフーズ株式会社、
資生堂ジャパン株式会社、シヤチハタ株式会社、ジョンソン株式会社、ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 コンシューマーカンパニー、
スリーエムジャパン株式会社、ゼブラ株式会社、第一三共ヘルスケア株式会社、大王製紙株式会社、大正製薬株式会社、
大日本除虫菊株式会社、大鵬薬品工業株式会社、常盤薬品工業株式会社、株式会社トンボ鉛筆、株式会社永谷園、ニチバン株式会社、
日清シスコ株式会社、日清食品株式会社、日本ケロッグ合同会社、日本製紙クレシア株式会社、日本ヒルズ・コルゲート株式会社、
日本ロレアル株式会社、株式会社ネイチャーズウェイ、ネスレ日本株式会社、株式会社ネイチャーラボ、株式会社ハーバー研究所、
ハウスウェルネスフーズ株式会社、ハウス食品株式会社、ハラダ製茶株式会社、ひかり味噌株式会社、株式会社ファンケル、
富士フイルム株式会社、プラス株式会社ステーショナリーカンパニー、プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン株式会社、ぺんてる株式会社、
ボシュロム・ジャパン株式会社、ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社、マースジャパンリミテッド、マルコメ株式会社、マルハニチロ株式会社、
株式会社Mizkan、株式会社三越伊勢丹ホールディングス、三菱鉛筆東京販売株式会社、株式会社明治、メロディアン株式会社、
森永製菓株式会社、山崎産業株式会社、UCC上島珈琲株式会社、ユニ・チャーム株式会社、ユニバーサル・ペーパー株式会社、
ユニリーバ・ジャパン・カスタマーマーケティング株式会社、ライオン株式会社、ライオン商事株式会社、株式会社良品計画、
レキットベンキーザー・ジャパン株式会社、レック株式会社、ロート製薬株式会社、株式会社ロッテ、株式会社ワコール
（敬称略、50音順）



LOHACOが中核の
ソフトバンクモール

８月18日スタート

③ソフトバンク連携により
新規のお客様拡大

36



LOHACO

利用者数

ヤフー

月額有料会員数

（プレミアム会員含む）

ソフトバンク契約者数

（主要回線）

300
万人

1,710
万ＩＤ

3,214
万人

圧倒的
集客

成長加速

③ソフトバンク連携により
新規のお客様拡大
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天猫国際に
LOHACO出店

アプリを中心に
日本純正製品
の販促実施

11月11日（独身の日）に向け販促拡大

６月 ７月 ８月

【天猫国際】LOHACO
海外旗艦店受注高推移

※出典元：生意参謀

④天猫国際、中国向け販売
の拡大

生中継で
チャット機能を

通じ販売

38

17/５期

中国向け越境ＥＣが伸張

日本在住のブロガー
向けに商品体験会



待たないしあわせ。

「１時間単位の指定」
「30分単位のお届け予定」
「10分前の直前お知らせ」

独自の配送サービスで売上高拡大をめざす

⑤Happy On Timeによる
単価・リピート率向上

LOHACO
新受取りサービス

８月31日スタート
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「３つの時間」を約束、3,000円以上購入で１時間単位の指定料無料

１時間単位の指定 30分単位のお届け予定 10分前の直前お知らせ

⑤Happy On Timeによる
単価・リピート率向上
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3,000円以上購入で
１時間単位の指定料無料

「１時間単位の指定」
「30分単位のお届け予定」
「10分前の直前お知らせ」 リピート率向上

オーダー単価向上

段ボールを使わない
エコな簡易パック導入

⑤Happy On Timeによる
単価・リピート率向上
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LOHACOは５つの施策により
２Ｑ以降の成長を加速
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付 録
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億円 ％ 億円 ％ ％

3,150 100.0 3,480 100.0  110.5

703 22.3 789 22.7  112.3

618 19.6 694 20.0  112.4

85 2.7 95 2.7  111.5

85 2.7 95 2.7  110.8

52 1.7 55 1.6  104.6

販売費および

一般管理費

経常利益

親会社株主に帰属する

当期純利益

営業利益

売上高

売上総利益

実績
売上高

比率
計画

売上高

比率
前期比

16/５期 17/５期

17/５期 連結業績の見通し

通期業績の見通しに変更なし
44



17/５期 第１四半期 品目別売上高 単体

単体売上高も
過去最高

注力品目は
２桁成長継続

前年同期比 前年同期比

億円 ％ 億円 ％

ＯＡ・ＰＣ 220 106.7 223 101.7

文具 95 108.6 99 103.9

生活用品 211 131.7 247 116.6

ファニチャー 49 106.1 49 100.6

ＭＲＯ 57 119.4 66 115.4

その他
（メディカル等） 41 116.1 45 109.9

合　計 676 115.4 732 108.3

16/５期 １Ｑ 17/５期　１Ｑ
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Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｏ
に
よ
る
増
加

Ｍ
Ｒ
Ｏ
・メ
デ
ィ
カ
ル
事
業※

に
よ
る
増
加

そ
の
他
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
事
業
等

に
よ
る
増
加

※ＭＲＯ・メディカル事業はLOHACO分を除いております。

（億円）

＋26

＋24
＋18 LOHACO

売上高 97億円
前年同期差 ＋26億円

ＭＲＯ・メディカル事業※
売上高 135億円
前年同期差 ＋18億円

その他ＢｔｏＢ事業等
売上高 560億円
前年同期差 ＋24億円

17/５期 第１四半期（実績）
売上高 805億円
前年同期差 ＋77億円
前年同期比 110.7％

17/５期 第１四半期 連結売上高の増加要因
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LOHACO
売上高 71億円
前年同期差 ＋30億円

ＭＲＯ・メディカル事業※
売上高 116億円
前年同期差 ＋21億円

その他ＢｔｏＢ事業等
売上高 535億円

16/５期 第１四半期（実績）
売上高 727億円
前年同期差 ＋97億円
前年同期比 115.5％

ロジスティクス事業・その他
売上高 12億円
前期差 ＋８億円

ロジスティクス事業・その他
売上高 ４億円

＋８

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
事
業
・そ
の
他

に
よ
る
増
加



SOLOEL ARENA等お客様企業数

SOLOEL ARENAは順調に拡大

（千社）

（億円）

中堅企業

大手企業

中小事業所

個 人

SOLOEL ARENA等売上金額
（計画）
1,100

451

534

616

710

820

387
345

297

224
149

85
42

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

04/５期 05/５期 06/５期 07/５期 08/５期 09/５期 10/５期 11/５期 12/５期 13/５期 14/５期 15/５期 16/５期 17/５期
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04/５月 05/５月 06/５月 07/５月 08/５月 09/５月 10/５月 11/５月 12/５月 13/５月 14/５月 15/５月 16/５月 16/８月

113.4％の増収、通期計画113.1％を上回る

16/５期１Ｑ実績224億円

17/５期１Ｑ実績254億円
前年同期比 113.4％

973
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http://www.askul.co.jp/
http://www.askul.co.jp/
http://www.soloelarena.com/
http://www.soloelarena.com/
http://lohaco.jp/
http://lohaco.jp/
https://www.soloel.com/
https://www.soloel.com/


新カタログ発刊

総ページ数    1,280 ページ

取扱商品数 約 35,200 アイテム

新規取扱商品数 約   2,200 アイテム

オリジナル商品数 約   6,550 アイテム

グリーン商品数 約 13,000 アイテム

＜参考＞ 2016春･夏号（前号）の概要

　　　　　　　総ページ数 ：1,272ページ

　　　　　　　取扱商品数：約34,600アイテム

「アスクルカタログ2016秋・冬号」
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新カタログ発刊～独自性～
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独自性
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競争力

新カタログ発刊～競争力～



51

新カタログ発刊～環境～

環境



売上総利益額 179 億円 前年同期差 ＋13億円

売上総利益率 22.3％ 前年同期差 △0.5ポイント

 為替ポジションの影響

17/５期 第１四半期 連結 売上総利益、販売費および一般管理費

販管費 167億円 前年同期差 ＋30億円

売上高販管費比率 20.8％ 前年同期差 ＋2.0ポイント

＜販管費の前年同期差の主な内訳＞
・ＢｔｏＢ事業の増収にともなう変動費の増加 ＋７億円
・新センター稼動による物流固定費（地代、償却費等）の増加 ＋４億円
・LOHACOのＴＶＣＭにともなう広告宣伝費の増加 ＋６億円
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建 設 仮 勘 定 （ 注 ２ ） 2,256 20 △99.1％

ソフトウエア仮勘定（注２） 511 671 ＋31.3％

（単位：百万円）

科目名

16/５期
第１四半期

17/５期
第１四半期

金 額 金 額 前年同期比

【 設 備 投 資 額 】 526 1,137 ＋116.1％

有 形 固 定 資 産 149 571 ＋283.4％

無 形 固 定 資 産 377 566 ＋50.0％

（注１） 設備投資額は発生ベース額にて記載しております、減少分は反映しておりません。
（注２） 建設仮勘定およびソフトウエア仮勘定は一部消費税等を含んでおります。

設備投資額 11億円（年間計画 64億円）

LOHACO関連 ３億円

（参考）減価・ソフトウエア償却費 10億円 （年間計画 46億円）

投資詳細

17/５期 第１四半期 連結 設備投資
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16/５期 ８月度 17/５期 ８月度 前年同月度差

オ リ ジ ナ ル 商 品 数 5,793 7,472 ＋1,679

単 体 売 上 高 構 成 比

（ う ち Ｂ t o Ｂ 事 業 ）

17.3％

（19.0％）

17.6％

（19.9％）

＋0.4 ポイント

（＋0.9ポイント）

オリジナル商品 （単位：アイテム）

インターネット売上高比率

（注１） 売上高比率は、受注ベースで記載しております。

（注１） 各期８月度の単月実績を記載しております。
（注２） 売上高構成比率算出に用いるオリジナル商品売上高（分子）には、オリジナル・コピーペーパーは含まれておりません。
（注３） 各数値には、医療機関向けカタログ、衛生・介護用品カタログを含みます。

16/５期
第１四半期

前期差
17/５期

第１四半期

イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由 78.3％ ＋1.9ポイント 80.2％

上 記 以 外 21.7％ △1.9ポイント 19.8％
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17/５期 第１四半期 インターネット売上高比率・オリジナル商品


